
ティーボール守備位置について

内野手は、約1ｍ以上後ろにて守備位置とする。極端な守備位置はとらないように指導して下さい。
※走者と内野手の衝突防止するために
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本塁手は、打者が攻撃をするまで、打者の反対側に位置し、バッターズサークルの外に位置する。
（例）右打者の正面に対して球審が位置し、その左側（左横）に本塁手（キャッチャー）
　　打者が打ったバットが飛んで来ることがあるので、球審の左側（左横）。左打者の場合は右側になります

《本塁手（キャッチャー）について》

《母親守備位置について》

母親3名まで守備が可能とし、守備位置は本塁手と外野手とする。

《内野手について》
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約1ｍ以上後ろにて守備位置

一塁ベースはダブルベースの為、打者走者は外側のベースを使用し、一塁手（ファースト）は
内側ベースを使用する
但し、一塁走者となった場合は、内側ベースを使用する。

《一塁手（ファースト）について》


